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各診療科における男女共同参画への取組みの現状
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Abstra(:I

GenderEqualityO雌ce,initiallystartedasasupportofBceforfemaleresearchers,hasbeen

establishedinDecember2007andadoptedinamodelprojectofsupportingactivitiesforfemale

researchersprogramofJapanScienceandTechnologyAgencyin2008.つ¶euniversitymustbea

placewhereallstudentsandstaffcanshowtheirpersonalityandpotentialitytothefullextent,iwe-

spectiveofgender,basedonaprincipleofBasicActforGender-EqualSociety.Inordertomove

thiscommitmentforwardspeciLcally,theGenderEqualityOfGcewaslaunchedunderthedirect

commandofPresident.TheofBcehastwofundamentaltasks:work-lifebalancesupportandfos-

teringthenextgenerationoffemaleresearchers.Shindai-Sittel･,SPeCial1ytrainedstudentswho
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receivedcelliBcation血･omtheuniversity,isoneofthespeci五csupportsystemstoprovidearesearch

environmentwhichenablesstaffmemberstobalanceworkandchildcare.Additionally,aspartof

measurestoprovideanenvironmentwhereresearcherscanbalanceraisingachildandconduct

researchwithoutsufferingasetbackintheirwork,asupportingresearchstaffwillbeprovided

eighthoursaweek.

Keywords:gender-equalsociety,work-lifebalance,childcare,femaleresearchers

学術分野における男女共同参画推進

1999年の男女共同参画社会基本法の施行後,学

術の分野においても男女共同参画推進の取組みが

始まりました.

学術分野において女性の活躍促進が望まれる背

景には,我が回は研究者全体に占める女性研究者
の割合が 13.6%と世界で最も低い比率にとどま

り,特に理工系や上位の職での女性比率が低い状

況があります.数年前まで日本より研究者の女性

比率が低かった韓国は急速にその割合を伸ばして

逆転 し15.6%と差を広げつつある 1) ことから,

女性研究者の活躍を促進 し,多様な人材,能力が

活かされる環境づくりを目指すことは,我が国の

科学 ･技術の発展のために急務となっています.
2002年に発足 した男女共同参画学協会連絡会

の調査 2)によると,女性研究者が少ない理由と

して,第一に研究活動等と出 産 ･育児等との両立

が困難な状況があること,第二に意識の問題とし

て,社会に凶定観念や偏見が根強くあること,第

三に研究者の人事のあり方の問題など,男女共同

参画の実態といくつかの課題が明らかになりまし

た.

このような課題解決への取組みは,｢L]i女共同

参画基本計画 (第2次)｣3)4)と ｢第3斯科学技術

基本計画｣ 5)6)に盛 り込まれ,科学技術分野の女

性の活躍促進は政策課題に位置づけられました.

自然科学系の女性研究者の採用については25%

の数値 臼標 (理学系 20%,工学系 15%,農学

系 ･保健学系30%)を掲げ,具体的施策が示 さ

れています.2000年以降も女性研究者比率の上昇

は緩慢であり,特に理系分野の女性研究者を支援

し拡充する必要がありました.これを受けて,

2006年度から文部科学省が実施 した科学技術振

興調整費 ｢女性研究者支援モデル育成｣事業 (以

千,支援モデル事業)は,LllIF童 ･子育て等の両､'F_

支援など女性研究者が活躍しやすい総合的な環境
整備のモデルとなる取組みを3年間支援するもの

で,2010年度までに55機関が採択され,Lj与女共
同参画推進に向けた課題が共有されるようになり

ました.50大学のうち国立大学が37校を占め,

~｢夫をこらしたさまざまな取組みが進んでいま

す.

新潟大学の現状

本学は,2008年度以前からベビーシ､ソタ-利用

の補助,産前産後休暇期間中の代替教員の任用,

育児休業,介護休業,子の看護休暇,育児短時間

勤務等の制度を導入し,女件医師の職場復帰のた

めの環境整備に取組みました.また,出産等によ

る研究期間のブランクに配慮し,学内公募型プロ

ジェクト申請において女性教員の午齢条件の緩利

も行われました.

2007年 12月に学長 ･理事直属組織である企画

戦略本部内に女性研究者支援室が設置され 2008

年度に女性研究者支援モデル事業に採択されたこ

とを推進力にさまざまな環境整備を進めました.

2010年には病院担当理事が男女共同参画理事も

担当することとなり,学良による男女共｢司参画竃

言がありました,環境整備の結果,女性教員の比

率は13.8%から14.6%に上昇 したものの,国立

大学協会 7)が示す 17%の目標にはまだ遠く,女

性教員の支援と拡充が必要な状況があります.
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女性研究者支援モデル事業が終 11した 2011年

4札 女性研究者支援室は男女共同参画推進室に

名称を改め,専任の准教授 を2名配置 し,『両立支

援』,『次樫代育成』の 2つの事業を柱に男 女共同

参画を推進 しています.

新潟大学の取組み

『両立支援』は,新大シッタ-の保育制度の運用

と新大シッダーの養成,研究補助者の雇用制度の

運用,妊娠出産 ･子育て ･女性の健康に関する相

談,子膏で情報の発信 をは じめ,医歯学総合病院

医師キャリア支援センターとの連携による女性医

師支援に関わっています.

教員が仕事と子育てを両立 してい くためには,

研究時間の不足が太きな課題であり,平 目も帰宅

時間が遅 く了学会繭などは休日も研究時間にあて

ざるを得ない状況があります.そこで,休日の -一時

的な保曹支援 として ｢新大シッダーの保育制度｣,

平目の櫛 宅時間を早くするために女性教員に研究

補助者を配置する ｢研究補助者の雇用制度｣によ

五十嵐キャンパスの女性研究者支援室内 (現男女

共同参画推進室)と旭町キャンパスの保健学科内

にプレイル-ムを整備 し,保育ニ-ズの高い旭町

は警備保障会社と契約 してカ- ドキ-,防犯カメ

ラの常時作動に加え,無線式コ-ルシステムを導

入するなど万全のセキュリティ体制を整備 しまし

た.併せて,保健学科内に旭町分室 も確保 されました.

新大シッターの保育制度は,保育園や学校が休

みとなる土曜,日曜,祝日に,教員 (男女,医員含

む)の要講に応 じて,在学生 (新大シッタ-)が

プレイル-ムで --麿Y=的に子どもの保育を行う制度

です.

保育支援の目的だけでなく,大学の保曹支援に

在学生が参画する ｢新たな男女共岡参画モデル｣

を提示 し,在学生を含む全学の男女共同参画の意

識啓発に寄与 しています.きらに,新太シッタ-

は教員のロ-ルモデルからキャリア意識を形成す

るなど,教員と学生の双方にメリットがあるとこ

ろに本学の特徴があります.また,本制度は本学

の事業の 目玉でもあり,そのユニ-クさか ら文部

科学省をは じめ,全国の東学等から注 目され,メ

デ ィアにも多種取 り上げられました,特に,他大

学への波及効果が評価 され,事後評価 において

｢S｣評価 8)を得ることができました

新太シッタ-の認定は,全学講義 ｢太学生のた

めの役に立つ育児学｣1単位,技術演習,保育研

修の修 Yを要件とし,その後 も定期的なスキルア

ップ研修を義務付けています.新大シッタ-の所

属は看護学専攻,学校教員養成課程の学生が主で,

4年間で 103名 (男性 を含む)を認定 しました.

新大シッタ-は学業と大学生活を優先 した活動に

位置づけているため,毎年養成 して常時 100名近

い新一大シッタ-を確保 しています,

保育は,両立支援担当の助産師資格を有する教

員の管理 ･監督のもとで行いますが,新大シッタ

-が主体となって保育できるサボ- トを心がけて

います.予ども1名に対 し新大シッタ-2名を配

置 し,子どもの寧齢や人数によって増員するなど,

子どもと新大シッタ-の両者の安全に配慮 してい

ます (写真 頼 保育対象は,概ね 3歳から小学生

までとし,その他の場合は相談の と,受け入れて

います.

時に,無資格の学生が保育を行うことへの指摘

もありますが,爵位と由覚をもった新来シッタ-

の保育は安心 して見守ることができ,ひたむきに

子どもと向き合ってするあそびは,何より亀子ど
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もに満足感を与え,子どもは毎回とても楽しみに

しているようです.

新大シッタ-の保育は,ほぼ毎週のようにニ

ズがあり,休日の保育支援を求める教員にとって,

なくてはならない制度となっています.

｢研究補助者の雇用制度｣は,小学校3年生まで

の子どもを養育中の自然科学系(医 ･薗 ･保含む)

の女性教員を対象に,大学が研究補助者を配置し

て両立を支援する制度です.これまでにのべ 40

名の女性教員を支援し,予想を超えた効果があり

ました.研究面では国内外の学会発表や論文投稿

はじめ,受賞,外部資金の獲得等の成果があり,

子どもと過ごす時間が増えて生活面や精神面も安

定するため,利用者から制度の継続が強く望まれ

ています.医学系の新規申請者が増えつつあるこ

とから,今後ますますニーズが高まると予想され

ます.

妊娠出産 ･子育て,女性の健康相談について

は,助産師視点を活かした細やかな支援をしてお

り,年度を超えて継続的なサポー トを行っていま

す.これにより,農学部で皆無だった女性教員の

妊娠出産,産休 ･育休取得後の仕事復帰を実現し

ました.子育て支援情報の発信については,ホー

ムページにおいてQ&A形式で妊娠出産 ･子育

てに関わる制度を紹介するとともに, ｢因った !

ときの保育サポー ト情報｣として,聞き取り調査

した新潟市内のベビーシッター会社等の情報をQ

&A形式でまとめたチラシを作成 して掲載し,好

評を得ています.最近は県外から着任 予定の乳児

を抱える女性医師より,必要な情報がほとんど得

られ,子育てに優しい大学と評価をいただきまし

た.

医歯学総合病院医師キャリア支援センターとの

連携では,センターの先/仁方とスタッフのご尽力

のもと,医学生や若手医師を対象に ｢先輩医師と

語ろう～私の生活とキャリア-｣をテーマにした

第 1回茶話会を開催しました.多様なロールモデ

ルと語り合う場の提供として企画 した会ですが,

アットホームな雰囲気が功を奏し,日ごろ聞くこ

とのできない先輩医師の本音を聞き,参加者はキ

ャリアアップのモチベーションを高めることがで

きました.近々,第2回目を開催予定です.

その他,2011年度は,子育て支援に積極的に取

り組む企業が認定を受ける ｢くるみん｣9)を取得

するとともに,｢ハッピー ･パー トナー企業 (節
潟県男女共同参画推進企業)｣にも登録し,男女

がともに働きやすく,仕事と家庭生活等が両立で

きる職場環境を目指しています.

もう一つの取組みの柱に,『次世代育成』があ

ります.この取組みは,研究者としてのキャリア

形成と男女共同参画推進に関する意識啓発のた

め,全学部生を対象に ｢研究者の什事と生活｣,自

然科学研究科の大学院生を対象に ｢ワーク ･ライ

フ ･バランス｣の講義を開講 しています.また,

女性研究者の裾野拡大を目的に,本学の有志大学

院生 ｢新大Wits(ウイッツ)｣による出前授業
(サイエンス ･セミナー)を実施しています.サ

イエンス ･セミナーでは,県内の中等教育学校や

高校,大学院生の母校をはじめ,大学訪問に参加

した中高生を対象に,大学生活や大学院での研究

の楽しさを紹介し,女性研究者のキャリアモデル

を提供 しています.昨年から入試課とも連携し,

2011年度のサイエンス ･セミナ-の実施はのべ

26kj]となり,のべ2,450名の生徒が受講しました.

男女共同参画推進室では以上の取組みをしてい

ますが,本学は9学部 7研究科,脳研究所,災

害 ･復興科学研究所,医歯学総合病院をもつ総合

大学であり,それぞれのキャンパスが抱える課題

に配慮した環境整備を進める必要があります.今

後は分野ごとの丁寧な調査,分析を行いながら現

行の取組みを継続,発展させ,より一層の環境整

備ならびにポジティブアクションの推進に努めて

いきたいと考えています.皆様の忌伸のないご意

見やご要望をお寄せいただけますと幸いです.
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要 旨

日本において若年女性就業率が低下するM字カーナ呪象は重要な問題である.他先進国には

みられないこの現象は,第一子出産の後離職する女性が多いことを示 している.IMFのラガル

ド専務理事は,"CanwomensaveJapan?"という報告のなかで,少子高齢化の日本における経

済復活の鍵は高学歴で優秀な女性労働力を有効活用することであると説いている,医療界でも,

この間題を避けて医師不足問題を解決することはできない.この難問を解決する特効薬はない

ちのの,1.社会における保育所,病児保育などの拡充といったインフラ整備,2.出産 ･育児と両

立して勤務する医師に対する周囲の意識改革,3.復職を目指す医師の希望の多様性に対応する

弾力佳,が大きな課題と言える.病棟グループ制など女性医師ニーズの多様性に対応するため,

第二内科で行なっている取組みについて報告する.

キーワード:M字カーブ現象

緒 看

国際通貨基金 (IMF)･世界銀行年次総会 2012

からのレポー トに "CanwomensaveJapan?" と

いう記述がある.クリスティーナ ･ラガル ドIMF

専務理事は,少子化で労働人口が減少する日本に

おいてGDPを回復 させるためには,高学歴で優

秀な女性の就労を促すことが鍵であると,説いて
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